
京 都 大 学 で は 、� � � �  年 以 降 も 通 用 する 新 たな 価 値 基 準 を 創 造し 、
世 界 に 貢 献 することを目 的 に 、研 究 組 織「 B e y o n d � � � � 」を 立 ち上 げ ます。

今 後 もシンポジウムを通して、皆 様と共に

新たな世 界を構 想してまいりたく存じます。

ぜひ、ご参 加ください。

本シンポジウムでは、
それぞれの分 野の第 一 線で活 躍する本 学

教 員に、目 指すべき未 来 社 会について、語っ

てもらいます。本シンポジウムを通じて、皆

様にも「B e yo n d � � � �」でなされるであろ

う議 論の一 端を体 感していただきます。

「 B e y o n d  � � � �  プ ロ ロ ー グ 第 � 節 」

京都大学が描く未来の教育

[ 主 催 ]  京 都 大 学 オ ープ ン イノベ ー ション 機 構 、 京 都 大 学 人 と 社 会 の 未 来 研 究 院

[ 共 催 ]  京 都 大 学 大 学 院 人 間・環 境 学 研 究 科 学 術 越 境 セ ン タ ー

　 　 　  京 都 大 学 学 際 融 合 教 育 研 究 推 進 セ ン タ ー

[  会  場  ]
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[ 参 加 費 ]

[  定  員  ]

[お問 合 せ]

京 都 会 場（吉 田キャンパス北 部 総 合 教 育 研 究 棟） 京 都 大 学 益 川ホール
東 京 会 場（ライブ配 信 / 東 京 駅 直 結） 京 都 大 学 東 京オフィス大 会 議 室

無 料  ( 要 事 前 登 録 ) 　

京 都 会 場 � � � 名 程 度、東 京 会 場 � � 名 程 度  

ke n s y u @ k yo d a i - o r i g i n a l .co. j p

申し込みフォーム

詳しくは
はこちら



ファシリテー ター  学 際 融 合 教 育 研 究 推 進 センター  准 教 授  　 宮 野  公 樹  
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開 会 挨 拶  

B e yo n d � � � � 趣 旨 説 明  

T I M E  S C H E D U L E

パ ネリストによる話 題 提 供 �  -  

「 人 間 の 情 報 処 理 研 究 の 過 去・現 在・未 来 」

「 学 校 現 場 から考える未 来 の 教 育 - S I P 第 � 期「 ポストコ ロ ナ時 代 の
  学 び 方・働き方 を 実 現するプラットフォーム の 構 築 」の 始 動 」

「 未 来 社 会 の デ ザ イン ― A I シミュレーションと人 類 史 の 視 点 から― 」

休 憩

パ ネ ル ディスカッション

閉 会 挨 拶
オープンイノベーション機 構  B eyo n d  � � � �  構 想 室 長・名 誉 教 授  石 原  慶 一  
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未 来 社 会の予 想やデザインはいかにして可 能 だろうか。たとえば日 本の総 人 口 は � � � � 年をピークに減 少に転じ、
現 在の出 生 率 が続 け ば� � � � 年 過 ぎには � 億 人を切り、さらに減 少を続 けることが予 測されている。これは 人 口や経
済 が「拡 大・成 長」を続 けるという、明 治 以 降 � � � 年 以 上にわたって続いたトレンドとは 正 反 対のものである。すなわ
ち未 来 は「過 去の延 長 線 上」には ない。こうした関 心 も踏まえながら、日 立 京 大ラボと行ってきたＡＩを活 用した未
来シミュレーション、そして超 長 期の人 類 史の視 点から、持 続 可 能 な未 来 社 会の構 想について幅 広く考えてみたい。
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人と社 会 の 未 来 研 究 院  教 授 　 広 井  良 典  

パ ネリストによる話 題 提 供 �  -  

最 近の人 間の情 報 処 理の研 究の発 展 は、A Iの進 歩と密 接にリンクしている。近 年 A I は 様 々なタスクで人 間に匹 敵する
能 力を示すようになった。では、人 間に匹 敵する能 力をもった機 械 は 人 間と同じような情 報 処 理をしているのだろうか。
その答えは、ある側 面についてはイエスだし、ある側 面についてはノーであり、ある側 面については 分からない。現 時 点
では、人 間 だ けでなくA Iについても内 部でどういう情 報 処 理をしているのかきちんと理 解できていない。A Iの分 析を通
して人 間の情 報 処 理を理 解しようという試 みも進んでいる。また、A Iの情 報 処 理を人 間のそれに近づけていこうという
試 みも進んでいる。今 後、人 間の情 報 処 理の理 解とA I 技 術の進 歩 はどのように進んでいくのだろうか。自 分 がこれまで
進 めてきた感 覚 認 識 研 究の流 れを手 がかりにして考えたい。

情 報 学 研 究 科  教 授 　 西 田  眞 也  

パ ネリスト３名（広 井 、西 田 、西 岡）
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※ 会 期 終 了 後 、� � : � � ま で ネットワ ー キン グ 会（ 任 意 参 加 / 京 都 会 場 の み ）

パ ネリストによる話 題 提 供 �  -  

� � � � 年に� � 歳の働き盛りとなる世 代 は、 今、 中 学 生である。 その子どもたちが今、過ごしている学 校 生 活とは、ど
のようなものなのだろうか。 様 々な学 校との共 同 研 究に取り組んできた経 験を踏まえつつ、 学 校 教 育の現 状につい
て解 説する。 また、 � � � � 年 度より開 始されている内 閣 府の戦 略 的イノベ ーション創 造プログラム ( S I P 第 � 期 )  の課
題の一つ「ポスト コロナ時 代の学 び方・働き方を実 現するプラットフォームの構 築」における取り組 みを紹 介する。

教 育 学 研 究 科  教 授 　 西 岡  加 名 恵  

司 会 進 行 ( オープンイノベ ー ション機 構 B e y o n d  � � � � 構 想 室  香 月  亜 美 )

オープンイノベーション機 構  B eyo n d  � � � �  構 想 室 長・名 誉 教 授  石 原  慶 一  

オープンイノベーション機 構  機 構 長  阿 曽 沼  慎 司  

京 都 大 学 吉 田キャンパス北 部 構 内

農学部
正門
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